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大阪方言の述語否定形式と否定疑問文



















(3) 今日はあまり {7之土-1/アツイコトナイ} (暑くない)。
[否定辞/分析的形式]
(4) 今日はどこへも{イケヘン/イカン} (行かない)。 [否定辞/否定辞]
(鏑木 1995:172・ 174 原文は全文カナによる方言文、アクセント表記あり)





(5) この人、お父さんの言っていた漫才師ナコトナイ(漫才師じゃない) ? 











文について ~3 で概観した後、 ~4 で~コトナイカの用法を記述する。さいごに ~5 でまと
めと今後の課題を述べる。








品詞 否定辞 語象的形式 分析的形式
名調述語 ~ヤナイ ~チャウ
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(4) 今からでも全然{遅いコトナイ/遅三之-1 } 0 
3. 否定形式による疑問文
では次に、それぞれの否定形式を用いた疑問文についてみていこう。以下、命題否定疑
問文について ~3.lで、話し手の感情を表す否定疑問文について~ 3.2 で、話し手の認識を






(45) あれは先生の{主主主-17J/主主主立主} 7 
(46) あいつはみんなが言うほど{貧乏ヤナイカ/貧乏チャウカ/貧乏ナコトナイ
カ} 7 
(47) 今日は昨日より{童三之4主/寒いコトナイカ} 7 
























(51) [輸血できる人を探している]お前、 {A型ヤナイカ/A 型チャウカ} ? 
(52) [職場にはもう慣れたか?]仕事、{大変ヤナイカ/大変チャウカ/主室土三
上之4主} ? 




が特徴である。例えば (51)の場合、話し手が問題にしているのは聞き手が rA 型でないJ





手が A 型であるかどうかは不明だが、そうであることが望ましいJ という話し手の感情が
表されるのである。 (54) でも同様に、否定形式を用いることで「車が今日中に直ってほし




例えば (51) で~チャウカを用いると、ふだんの行動などから聞き手が A 型であると推し
量り、その判断の妥当性を聞き手に問うている場面などが容易に浮かんでくる。
(56) [凡帳面に整理整頓をしている様子を見て]お前、 A型チャウカ?

















(60) 年度末で仕事が{忙しくナイカ/忙しいコトナイカ} ? 
cf.年度末で仕事がι1..-1.-'主?











(62) 近頃、みんな花粉症ナコトナイカ? (=例文 (58)) 
cf. *近頃、みんな花粉症ナコトナイ(花粉症ではない)。



















(66) 今日は、昨日より寒いコトナイカ(寒くなし、か) ? 
(67) もうそろそろ、お客さんが来るコトナイカ(来ないか) ? 
c五*お客さんが来るコトナイ(来ない)。
< "-'ンチャウカ》
(68) この分だと、明日は吹雪ナンチャウカ(吹雪なのではないか) ? 
(69) おばあちゃんのことだから まだまだ元気ナンチャウカ(元気なのではない
か?)
(70) 今日は、昨日より寒いンチャウカ(寒いのではないか) ? 
cf *今日は、昨日より寒いチャウ。














(76) 昔は紅白鰻頭{もらったコトナイカ/*もらうコトナカッタカ) ? 



















a たぶん、キャンセル待ちをすればなんとか{なるコトナイカ/主主三と主} ? 
[話し手の認識]
b. 困ったなあ。本当にどうにも{#なるコトナイカ/ならへンカ} ? 
[命題否定疑問文]



















(81) 広島の人ってよく「じゃけえ」って{豆主之と亙/言うコトナイカ} ? 
(82) 彼は、日本酒は飲まないけど焼酎は{盤圭三と主/飲むコトナイカ} ? 
(83) 最近、駅で上回さんによく{会主立と主/会うコトナイカ} ? 




(84) ねえ、雨が{降ってへンカ/降ってるコトナイカ} ? 
(85) ちょっと、あの人{泣いてへンカ/泣いてるコトナイカ} ? 
また、聞き手についてのことがらを問題にして、話し手の判断の妥当性を尋ねる例もある。
(86) もしかして、足{童三土4主/痛いコトナイカ} ? 
(87) お前、{疲れてへンカ/疲れてるコトナイカ} ? 
(88) 石橋に来ると、学生時代を{思い出さへンカ/思い出すコトナイカ} ? 
(89) 山のてっぺんにアンテナみたいなものが{星土主三と主/見えるコトナイカ} ? 
(86) (87) は、話し手の観察によって聞き手の状態を推測し、その判断の妥当性を聞き手






















(92) 梅の花つでいい匂いが{セーへンカ/するコトナイカ} ? 
(93) 焼きそばの上に天カスがのってるのは{おかしくナイカ/おかしいコトナイ
カ} ? 












(90) や (91)において「思う J の否定疑問形式と~コトナイカが置き換えられないと
いう事実は、両者が文の中で同じような役割を果たしていることを示唆している。すなわ
ち、 r~ トオモワへンカJ という形式そのものが、話し手の認識の妥当性を聞き手に問う固
定化された表現となっていることを示していると考えられるのである。 (90) (91) が (92)
(93) のように補文中の述語の否定疑問形式を用いても表せるという点からも、この考え
が支持されよう。 (90) や (91) においては、①「思う J の否定疑問形式、②補文中の述語
による否定疑問形式、③~コトナイカ、という三つの表現形式がバリエーション関係にあ
るのである。思考動調「思う j が認識のモダリティに似た用いられ方をすることが日本語






































(100) のように~ンチャウカが不適切になるものや、逆に (101) のように~ンチャウカ
でしか表すことのできないものもある。
(100) なんか変な匂い{主こごと主/するコトナイカ/#するンチャウカ} ? 
(101)そろそろ春一番が{#吹かへンカ/#吹くコトナイカ/吹くンチャウカ} ? 
本稿では、このような問題にまで立ち入ることができなかった。固定化された表現として
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